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長崎大学熱帯医学研究所共同研究室 
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 

原虫生化学分野

見市　文香

2022年4月より長崎大学熱帯医学研究所共同研究室を担
当することになりました，見市文香（みいちふみか）です．
この度は研究室紹介の機会を頂き，感謝申し上げます．
私は現在，寄生原虫（単細胞の寄生虫）である赤痢ア

メーバを研究対象として
1） 脂質代謝，その中でも特に含硫脂質代謝の全容解
明

2） 感染形態であるシストへの細胞分化，シスト形成
の分子機構の全容解明

を目指した研究を進めています．
赤痢アメーバの研究を始めたきっかけは，博士研究員と

して所属した群馬大学野崎智義教授（現東京大学教授）の
研究室で，赤痢アメーバのマイトソーム（極端に退化した
ミトコンドリア）の研究に着手したことです．佐賀大学分
子生命科学講座免疫学教室（吉田裕樹教授主宰）に助教と
して着任後も，赤痢アメーバの研究を継続させていただく
ことができ，含硫脂質代謝，シスト形成の分子機構の全容
解明を目指した研究へと繋げることができています．

現在行っている研究の紹介をさせていただきます．赤痢
アメーバは単細胞真核生物ですが，そのミトコンドリアは
極端に退化しています．電子伝達系やTCA回路といった
好気的なミトコンドリアが持つ機能を失っており，その生
理的意義は長い間不明でした．そのマイトソームの主たる
機能の一つが硫酸活性化であること，最終代謝産物がコ
レステロール硫酸と新規含硫脂質 fatty alcohol disulfatesで
あること，それぞれシスト形成と細胞増殖に必須分子であ
ることを見出しました（図1）．シストはヒトへの感染形
態です．必須分子であるコレステロール硫酸を見出したこ
とから，“シスト形成の分子機構の全容解明”を新たな研究
テーマとしています．この研究テーマについて，コレステ
ロール硫酸がシスト形成誘導において，細胞の球形化およ
び細胞膜の透過性低下を誘導すること，またその細胞膜の
透過性低下には，超長鎖ジヒドロセラミドの合成誘導およ
び蓄積が不可欠であることを近年見出しました．成熟した
シストは，球形化された細胞の形質膜上にキチンを主成
分としたシスト壁が形成されることから，写真のような球

図1 赤痢アメーバ含硫脂質代謝
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形の休眠細胞が形成されます．この形成過程においてキチ
ン壁が緩く合成された場合，中の細胞がアメーバ運動をお
こし，縄文土器のような形のシストとなることも分かりま
した（図2）．これらは自然界で起こっている現象であり，
非常に美しいというのが率直な感想です．このような寄生
虫が織り成す現象の分子機構を一つずつ紐解いていく，そ
のステップ・ステップが研究の醍醐味であり，研究を重ね
ていく原動力になっています．
現在，熱帯医学研究所の共同研究室では最先端の機器の

管理・維持を担当しています．最先端機器のメンテンナン
スを通して，研究機器の原理をより深く理解でき，また関
連新情報に恵まれ，そして多くの研究者の方々とのやり取
りを通した新たな発見・転機が多いことが大きな魅力で
す．自身の赤痢アメーバの研究においても，最先端の機器
が整っており，病原体を研究対象とした研究者が多く所属
する熱帯医学研究所に着任できたので，更なる発展を目指

せる環境で日々精進しています．
寄生原虫，生化学に興味のある学生さんや博士研究員の
方の参加をお待ちしています．少人数所帯ならではの自由
度と新たな発見のチャンスにあふれていますので，興味の
ある方は是非ご連絡ください．そして研究・教育に努力し
ていく所存ですので，今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよ
う，よろしくお願い申し上げます．

図2 赤痢アメーバのシスト形成
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